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  北海道内で島牧沖と同様に「有望な区域」に整理されている松前沖と檜山沖で北海道内で島牧沖と同様に「有望な区域」に整理されている松前沖と檜山沖で
は、既に1回目の法定協議会が開催されているからその内容をまとめてみたよ。は、既に1回目の法定協議会が開催されているからその内容をまとめてみたよ。

【松前町】【松前町】
　・洋上風力事業は町にとって有意義なものである　・洋上風力事業は町にとって有意義なものである
　・景観に対する配慮などが必要　・景観に対する配慮などが必要
　・地元企業の活用検討（工事など）　・地元企業の活用検討（工事など）

【松前さくら漁協】【松前さくら漁協】
　・風車の設置にあたり漁場や漁船の安全航路確保について配慮が必要　・風車の設置にあたり漁場や漁船の安全航路確保について配慮が必要
　・設置に伴う環境の変化、漁師の健康に対する影響を懸念　・設置に伴う環境の変化、漁師の健康に対する影響を懸念
　・工事に必要な保険への加入に際して漁協の活用を検討してほしい　・工事に必要な保険への加入に際して漁協の活用を検討してほしい

【せたな町・八雲町・江差町・上ノ国町】
　・瀬棚港を運用・保守に活用できるように早期改善着手［せたな町］
　・施設の資材運搬で通行する日本海側と太平洋側を結ぶ国道の整備促進に期待［八雲］
　・江差港を最大限、有効活用しながら地域の振興にあたってもらうことが大事［江差］
　・行政・住民サービスの向上（企業版ふるさと納税や基金出捐額算定基準の拡充による自治体の
　　財政基盤の充実など）［上ノ国町・推進協議会］

【環境保全対策本部（ぎょれん）】
　・洋上風力建設により海流が変化し、砂の堆積が発生した場合の責任の所在を明確化

【ひやま漁協】
　・漁業関連施設の更新や改修、漁業生産に必要な冷凍・冷蔵施設や、活魚水槽に使用する電気料を
　　軽減するような取り組みなどを検討
　・持続可能な漁業経営の継続や、保守等にかかる船の業務を地元に

vol.2

次 回 の 広 報 し ま ま き 4 月 号 で は 、 各 種 調 査 に つ い て 解 説 し ま す 。次 回 の 広 報 し ま ま き 4 月 号 で は 、 各 種 調 査 に つ い て 解 説 し ま す 。

　前回は、地球温暖化と再生可能エネルギー、特に洋上風力発電について説明し前回は、地球温暖化と再生可能エネルギー、特に洋上風力発電について説明し
たね。今回は、洋上風力発電について国が作った「再エネ海域利用法」という法たね。今回は、洋上風力発電について国が作った「再エネ海域利用法」という法
律と、「法定協議会」について調べたよ。律と、「法定協議会」について調べたよ。

　洋上風力発電に関するルールの話ね ! 法律のことは詳しくないから、わかりや洋上風力発電に関するルールの話ね ! 法律のことは詳しくないから、わかりや
すく説明してほしいわ。法定協議会って、どんな人たちが参加して、何を協議すすく説明してほしいわ。法定協議会って、どんな人たちが参加して、何を協議す
るのか知りたいわ。るのか知りたいわ。

なぜ？なぜ？なに？なに？
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再生可能エネルギー再生可能エネルギー

 再エネ海域利用法に基づく区域指定などの流れ 再エネ海域利用法に基づく区域指定などの流れ  
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▶
法定協議会で地元の意見をどうやってまとめるのかしら？法定協議会で地元の意見をどうやってまとめるのかしら？

なるほど！だから何度も協議会が開催されるのね！なるほど！だから何度も協議会が開催されるのね！

　いい質問だねっ！疑問点や、問いかけしたことは次の協議会開催時に回答いい質問だねっ！疑問点や、問いかけしたことは次の協議会開催時に回答
や提案をもらえることになっているよ。それを繰り返すことによってみんなや提案をもらえることになっているよ。それを繰り返すことによってみんな
の意見を反映していくんだよ。の意見を反映していくんだよ。
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一般的には 6 ～ 7 年程度

１年～ 　　　　約 1.5 年
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今ココ！今ココ！

他地域における法定協議会の進捗状況について他地域における法定協議会の進捗状況について  

　　それぞれの立場から、色々な視点の意見があるのね。地域によって求めるそれぞれの立場から、色々な視点の意見があるのね。地域によって求める
ものも異なっているわ。環境への影響を懸念する声もあるのね。ものも異なっているわ。環境への影響を懸念する声もあるのね。

　そうだね。だからしっかり協議することが大切なんだよ。　そうだね。だからしっかり協議することが大切なんだよ。
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松前沖(2023年11月13日)松前沖(2023年11月13日)  

檜山沖(2023年12月18日)檜山沖(2023年12月18日)  

　島牧沖についても、今後法定協議会が開催される予定なんだよ。その内容　島牧沖についても、今後法定協議会が開催される予定なんだよ。その内容
についても、今後の連載の中で伝えていくよ！についても、今後の連載の中で伝えていくよ！

　シマくんありがとう！　シマくんありがとう！
区域指定や法定協議会の内容についてよくわかったわ。期待すること、心配な区域指定や法定協議会の内容についてよくわかったわ。期待すること、心配な
ことも含めて協議会の議題にできることもわかったわ。来月もよろしくね♪ことも含めて協議会の議題にできることもわかったわ。来月もよろしくね♪
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（※）環境、海象、海底地盤、

風況、漁業影響調査など

北海道内の洋上風力
『有望な区域』
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（北海道新聞より引用）

再エネ海域利用法とは？
　　国内の洋上風力の導入促進のため、発電事国内の洋上風力の導入促進のため、発電事
業者が海域を利用する際のルールとして「再業者が海域を利用する際のルールとして「再
エネ海域利用法」が2019年4月に施行されまエネ海域利用法」が2019年4月に施行されま
した。した。
　この法律に基づき、国が「①準備区域」➡　この法律に基づき、国が「①準備区域」➡
「②有望な区域」➡「③促進区域」というよ「②有望な区域」➡「③促進区域」というよ
うに整理を行います。うに整理を行います。
　2024年3月現在、島牧沖は「有望な区域」　2024年3月現在、島牧沖は「有望な区域」
に整理されています。その後、複数回に渡りに整理されています。その後、複数回に渡り
開催される「法定協議会」を経て様々な要件開催される「法定協議会」を経て様々な要件
に適合していると認められたときに「促進区に適合していると認められたときに「促進区
域」となり、事業者の公募・選定が実施され域」となり、事業者の公募・選定が実施され
ます。ます。

法定協議会とは？
　再エネ海域利用法に基づき開催される法定　再エネ海域利用法に基づき開催される法定
協議会は、国と都道府県、地元市町村、関係協議会は、国と都道府県、地元市町村、関係
漁業者、有識者等が公募により選定された発漁業者、有識者等が公募により選定された発
電事業者に求める事項を議論します。電事業者に求める事項を議論します。
協議会における合意事項は「協議会意見とり協議会における合意事項は「協議会意見とり
まとめ」として文書化し、公開されます。各まとめ」として文書化し、公開されます。各
構成員は、その協議の結果を尊重する必要が構成員は、その協議の結果を尊重する必要が
あります。また、選定された事業者も、そのあります。また、選定された事業者も、その
協議会の構成員に加わることになり、事業者協議会の構成員に加わることになり、事業者
は地元と一体となってその実現に向けて取りは地元と一体となってその実現に向けて取り
組むことが求められます。組むことが求められます。




